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満足とやや満足 どちらでもない やや不満と不満 わかりません 無回答

いつも取り組んでいるとだいたい取り組んでいる ときどき取り組んでいる まれに取り組んでいる

全く取り組んでいない 無回答
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＊ T O P I C S 市政トピックス

　
市
で
は
「
安
曇
野
市
環
境
基
本
計

画
」
を
平
成
１８
年
か
ら
２
カ
年
か
け

策
定
し
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
安
曇
野
市
の
環
境

に
関
す
る
方
策
を
総
合
的
・
計
画
的

に
ま
と
め
、
市
民
・
事
業
者
・
関
係

機
関
と
行
政
が
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
環
境
保
全
に
取
り
組
む
た

め
に
策
定
す
る
も
の
で
す
。

　
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
考
え
方
を
把
握
す
る
た
め

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
昨
年
１１
〜
１２

月
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
調
査
は
、
無
作
為
抽
出
に
よ
り
、

一
般
市
民
対
象
に
行
わ
れ
た
ほ
か
、

小
学
校
６
年
生
・
中
学
校
３
年
生
・

事
業
所
・
市
職
員
・
市
議
会
議
員
対

象
の
調
査
も
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
一
般
市
民
を
対
象
に
行

っ
た
調
査
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

　
１３
種
類
の
環
境
か
ら
、
重
要
度
の

高
い
順
に
３
つ
を
選
択
す
る
方
法
で

行
い
ま
し
た
。
１
番
重
要
な
も
の
と

し
て
は
「
北
ア
ル
プ
ス
の
景
観
」
と

い
う
回
答
が
最
も
多
く
、
６
割
近
い

回
答
で
し
た
（
図
１
）
。
ま
た
、
２

番
目
に
重
要
な
も
の
と
し
て
最
も
多

か
っ
た
の
は
「
農
地
と
集
落
の
田
園

風
景
」
、
３
番
目
は
「
道
祖
神
や
寺

社
な
ど
の
歴
史
的
遺
物
」
で
し
た
。

　
「
緑
の
豊
か
さ
」
、
「
空
気
の
き

れ
い
さ
」
、
「
風
景
の
美
し
さ
」
で

は
「
満
足
」
と
「
や
や
満
足
」
を
合

わ
せ
た
回
答
が
約
８
割
と
高
い
満
足

度
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
「
ご
み

出
し
、
ポ
イ
捨
て
の
マ
ナ
ー
」
で
は

「
や
や
不
満
」
と
「
不
満
」
が
６
割
、

「
道
路
の
整
備
状
況
」
が
５
割
と
低

い
満
足
度
と
な
り
ま
し
た
（
図
２
）
。

　
「
節
電
・
節
水
」
、
「
食
用
油
や

残
飯
を
下
水
に
流
さ
な
い
」
、
「
使

用
済
み
電
池
や
バ
ッ
テ
リ
ー
等
を
定

め
ら
れ
た
と
お
り
回
収
に
出
し
て
い

る
」
に
つ
い
て
は
、
「
い
つ
も
取
り

組
ん
で
い
る
」
と
「
だ
い
た
い
取
り

組
ん
で
い
る
」
を
合
わ
せ
た
回
答
が

８
割
以
上
で
し
た
。
一
方
で
「
太
陽

光
発
電
機
等
の
利
用
」
、
「
環
境
家

計
簿
を
つ
け
る
」
は
「
ま
っ
た
く
取

り
組
ん
で
い
な
い
」
が
７
割
以
上
で

し
た
（
図
３
）
。

環
境
保
全
の
た
め

ど
の
よ
う
な
活
動
に
取
り
組
む
べ
き
か

　
環
境
保
全
の
た
め
、
市
民
・
事
業

者
・
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
む
べ

き
活
動
を
、
１８
項
目
の
中
か
ら
優
先

度
の
高
い
順
に
３
つ
を
選
択
す
る
方

法
で
尋
ね
ま
し
た
。
市
民
に
求
め
ら

れ
る
も
の
と
し
て
高
か
っ
た
の
は
「
ご

み
の
減
量
化
の
推
進
」
で
約
４
割
の

回
答
で
し
た
。
事
業
者
に
対
し
て
は

「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
や
有
害
化
学
物
質

へ
の
対
策
」
、
行
政
に
対
し
て
は
「
環

境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
が
高

い
回
答
で
し
た
。

環
境
教
育
へ
の
関
心

　
環
境
教
育
へ
の
関
心
が
「
非
常
に

あ
る
」
と
「
あ
る
」
を
合
わ
せ
た
回

答
は
７
割
近
く
と
な
り
、
関
心
の
高

さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
（
図
４
）
。

　
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
環
境
教
育
に

関
心
が
あ
る
か
を
関
心
の
高
い
順
に

２
つ
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
１
番
関
心
が

あ
る
の
は
「
ご
み
処
理
施
設
や
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
見
学
」
で
、

３
割
以
上
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

２
番
目
に
関
心
の
高
い
も
の
で
は
、

「
学
校
に
お
け
る
環
境
教
育
」
で
し

た
。

住
民
参
加
に
つ
い
て

　
「
関
心
の
あ
る
こ
と
が
ら
に
つ
い

て
は
、
時
間
に
余
裕
の
あ
る
範
囲
で

参
加
し
て
み
た
い
と
思
う
」
が
最
も

多
く
、
約
４
割
の
回
答
で
し
た
。
ま

た
「
参
加
し
た
い
と
思
う
が
、
実
際

は
な
か
な
か
参
加
で
き
な
い
と
思
う
」

も
４
割
近
い
回
答
で
し
た
（
図
５
）
。

市
の
環
境
で

自
慢
で
き
る
も
の
・
大
切
だ
と
思
う
も
の

周
辺
環
境
へ
の
満
足
度

環
境
の
た
め
に

普
段
心
掛
け
て
い
る
こ
と

安曇野市環境基本計画　策定中
　安曇野市環境基本計画は、公募・推薦の市民３２人による「安曇野市環境基本計画
策定委員会」が中心となり、取り組んでいます。昨年７月からこれまで１２回の委員会が開
かれ、環境上の課題点やその原因・要因の分析、今後の取り組みの方向性などを議論し
てきました。また、昨年１２月には、市役所内の各部署からなる「庁内検討会議」を発足させ、
調整を行っています。今後、これらの組織による検討を中心に策定作業を進めます。策定
経過や計画の内容については、ホームページなどで随時お知らせします。計画へのご意
見・要望をお待ちしています。■ご意見・要望などは：市民環境部環境課（Tel: 82・3131、
Eメール：kankyou@city.azumino.nagano.jp）

調　査　概　要
①調査対象　本市在住の18歳以上の市民2,000人

（住民基本台帳から無作為抽出）

②調査方法　郵送による配布・回収

③調査期間　平成18年11月21日～12月8日

④調査結果　配布票数2,000票

　　　　　　／回収・有効票数905票（回収率45.3％）

北アルプスの景観
59.2％

その他
40.8％

非常にある
18.1％

ある
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と思う
8.4％

関心のあることがらに
ついては、時間に余裕
のある範囲で参加して
みたいと思う
40.2％

参加したいと思うが、
実際はなかなか参加
できないと思う
37.4％

無回答
11.1％参加しようとは

思わない
2.3％

その他
0.4％

80％
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60.2％

52.3％

環
境
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

調
査
報
告

昨
年
１１
〜
１２
月
に
実
施
し
た
「
安
曇
野
市
の
環
境
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
結
果
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
（
図
は
端
数
処
理
を
し
て
い
ま
す
）

市の環境で１番重要なもの（図１）

周辺環境の満足度（図２）

環境のために心掛けていること（図３）環境教育への感心（図４）

住民参加について（図５）


